
 

                                  令和 8 年 3 月 19 日 
国 土 交 通 省 
仙台河川国道事務所 

   

国道４号仙台拡幅（箱堤
はこづつみ

交差点立体化） 

交通切り替え 1年後の交通状況及び整備効果について 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

≪交通状況≫ 

・箱堤交差点付近の断面交通量は約 64,800台/日で約１割増加。 

・断面交通量のうち約７割の約 44,000台/日が高架部を通行。 

・朝ピーク時における箱堤交差点を先頭とする上り車線（南進方向）の渋滞が解消。 
 

≪整備効果≫ 

【走行性・安全性の向上】 

・卸町～鶴ケ谷間における平均旅行速度が 16.3km/h向上、所要時間は約 9分短縮。 
※箱堤交差点の高架部を走行した場合の平日朝ピーク時（７～９時）上り車線(南進方向)の平均旅行速度をもとに算出。 

・卸町～苦竹間における死傷事故発生件数が約 6割減少。 

【物流効率化に寄与】 

・仙台市東部の物流拠点等への所要時間が約 9分短縮、 

所要時間のばらつきは約 1４分減少し、定時性が向上。 
※箱堤交差点の高架部を走行した場合の平日朝ピーク時（７～９時）上り車線(南進方向)の平均旅行速度をもとに算出。 

【救急医療活動の支援】 

・仙台医療センターへの搬送時間が短縮し、 

新たに約 1万世帯約 2万 5千人が 30分アクセス圏域内に。 
※箱堤交差点の側道部を走行した場合の平日昼間１２時間(７～１９時)上り車線(南進方向)の平均旅行速度をもとに算出。 

※交通切り替え区間 1.4kmは、引き続き側道部分の工事を実施しております。 

  交通規制等でご迷惑をおかけしますが、安全第一で工事を進めて参りますので、ご理解とご協力をお願いいたします。                                                

 記者発表先：宮城県政記者会､東北電力記者会､東北建設専門紙記者会 

問い合わせ先 

国土交通省 東北地方整備局 仙台河川国道事務所 電話：022-248-4131(代表) 

副所長      鳴海
な る み

 芳
よし

紀
のり

 （内線 205） 

調査課長    山下
やました

  茜
あかね

  （内線 451）  

記者発表資料 

 国道４号 仙台拡幅 延長 6.0kmのうち、仙台市若林
わかばやし

区卸町
おろしまち

～宮城野
み や ぎ の

区苦竹
にがたけ

の延長 1.4km については、令和７年２月９日(日)に立体部分へ交通を切り替え

ました。 

 今回、交通切り替えから 1 年経過した時点での交通状況及び整備効果をとりま

とめましたので、お知らせします。 
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断面交通量約64,800台/日のうち、約７割の約44,000台/日が高架部を通行！

〇箱堤交差点付近の断面交通量は約64,800台/日で約１割増加。断面交通量のうち約７割の約44,000台/日が高架部を通行。
〇朝ピーク時（７時～９時）における箱堤交差点を先頭とする上り車線（南進方向）の渋滞が解消。

資料：交通量調査結果（R7.10.7（火））

渋滞長調査結果（R7.10.7（火））
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平均旅行速度16.3km/h向上！所要時間約9分短縮！死傷事故件数約6割減少！

〇箱堤交差点の立体化により、卸町～鶴ケ谷間における混雑が緩和し、平均旅行速度が上下線ともに向上。
〇特に平日の朝ピーク時（7～９時）における上り車線(南進方向)は平均16.3km/h向上し、所要時間は約9分短縮。
〇さらに、卸町～苦竹間おける死傷事故発生件数が約6割減少し、国道4号通行時の安全性が向上。

▼卸町～鶴ケ谷間における平均旅行速度（平日）の変化

地図：地理院地図に道路情報等を追記して掲載
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！
上り車線・下り車線ともに7割の方が、
「箱堤交差点周辺通過時の所要時間が短くなった」
と回答。

18.2

―地域住民の声―

立体化により、朝・夕の混雑が緩和したと感じる。

混雑が緩和されたので気持ちに余裕ができ、

イライラする機会が減った。
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資料：ETC2.0プローブデータ（平日)
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病院へ向かう際に、到着時間が読めるようになった。

卸町交差点周辺の杜の市場に行く機会が増えた。

通勤が楽になった。
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● 製造品を輸送する企業
主なルート：泉パークタウン・インダストリアルパーク→卸町周辺

毎日ほぼ同じ時間に到着できるようになった。

輸送にかかる所要時間が短くなり、

1日2往復できるようになった。

時間外勤務の減少にもつながっている。

仙台市東部の物流拠点等への所要時間短縮・定時性向上！

▼東北地方における中央卸売市場の取扱金額割合

資料：農林水産省 卸売市場データ集（令和6年度版）
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〇国道4号が通過する仙台市東部（宮城野区・若林区）には、東北最大規模の卸売市場である仙台市中央卸売市場や仙台トラックターミナルといっ
た主要物流拠点が立地しているほか、製造業及び運送業関連の企業が集積。

〇仙台市東部の物流拠点等が集積しているエリア※を発着とする貨物車の利用経路のうち、国道４号の北方向の利用割合が最も高い。
具体的には、仙台市中央卸売市場からの青果物輸送や泉パークタウン・インダストリアルパーク、第一仙台北部中核工業団地からの製造品輸送など。

〇箱堤交差点の立体化により、仙台市東部の物流拠点等への所要時間が約9分短縮、所要時間のばらつきは約14分減少し、物流の効率化に寄与。
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東北地方
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仙台
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いわき
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▼製造業事業所・運送関連企業の立地状況と
仙台市東部の物流拠点等が集積しているエリアを発着とする貨物車の利用経路割合

4 45国道4号 北方向

20.7%

資料：ヒアリング結果より（R7.11・R8.1)

―物流事業者の声―

● 青果物を輸送する企業
主なルート：仙台市中央卸売市場→仙台市北部

朝7時に出発する輸送便の戻り時間（午前8～9

時）が読みやすくなり、昼の輸送計画を立てやすく

なったほか、休憩時間を確保できるようになった。

スムーズに通行できるようになったことから、燃

費が向上し、コスト減につながっている。
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資料：[発着経路割合] ETC2.0プローブデータ（R7.10、貨物車）

※仙台市東部の物流拠点等が集積しているエリア内のみの流動は除く
[製造業事業所数] 令和3年経済センサス-活動調査
[運送関連企業立地]  「地域経済分析システムRESAS－企業立地分析」（経済産業省）

(https://resas.go.jp/industry-all)を加工して作成 ※表示年：2024年
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資料：ETC2.0プローブデータ（平日、朝ピーク時（7～9時）平均）
※立体化前：R6.10 ・立体化後：R7.10
※立体化後は箱堤交差点の高架部を利用した場合
※ばらつきは特異値（所要時間の上位・下位5％）を除いた所要時間の差
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▼鶴ケ谷交差点から卸町交差点への移動にかかる所要時間のばらつきの変化
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▼所要時間の変化

立体化前約22分のばらつき
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6車線化 後 （片側 3 車線）

〇仙台医療センターは、救急救命センターを有する三次救急医療施設であり、国道4号は仙台医療センターへの重要な搬送ルートの1つ。
〇箱堤交差点の立体化により、仙台医療センターへの搬送時間が短縮され、新たに約1万世帯約2万5千人が30分アクセス圏域内に。
〇また、朝ピーク時における搬送時間が約８分短縮され、重篤患者の生存率向上が期待。
〇さらに、苦竹～鶴ケ谷間の6車線化により、緊急車両による追い越しがより安全で円滑になるなど、救急医療活動を支援。

より早く病院へ！救急医療活動を支援！

▼仙台医療センター（三次救急医療施設）への30分アクセス圏域

地図：地理院地図に道路情報等を追記して掲載
資料：[30分圏域] ETC2.0プローブデータ（平日、昼間12h（7～19時）平均） ・立体化前：R6.10 ・立体化後：R7.10
資料：[圏域内世帯数・人口] e-Stat統計データ （2020年国政調査、人口・世帯数、6次メッシュ（125mメッシュ））

至 東京

資料：ヒアリング結果より（R7.12・R8.1）

―救急医療関係者の声―

燕沢～鶴ケ谷の区間が6車線化され、
道路空間が広くなったため、
追い越しがしやすくなった。

混雑が緩和され、病院までの搬送時間の短縮

につながっていると感じる。
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仙台医療センター
（三次救急医療施設）

約1万世帯約2万5千人が

30分アクセス圏域内に

▼鶴ケ谷交差点から仙台医療センターへの
搬送時間の変化

一般車両の車線変更や緊急車両の追い越しが
より安全で円滑になり、病院への搬送時間が短縮。

▼6車線化による緊急車両通行の円滑化（イメージ）

一般車両の円滑な車線変更が困難であるため、
緊急車両の追い越しに時間がかかる。

6車線化前 （片側2車線）

国道4号を使うルートは、信号が少なく、
流れもよいため、患者への負担軽減に
つながっていると感じる。

国
道

4
号
仙
台
拡
幅

延
長

6
.0

k
m

至 青森
高規格道路

一般国道

主要地方道

一般県道

箱堤交差点
立体化前
（R6.10）

＜仙台医療センターへの30分圏域＞

箱堤交差点
立体化後
（R7.10）

※新たに30分圏域内
になった区域
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資料：ETC2.0プローブデータ（平日、朝ピーク時（7～9時）平均）
・立体化前：R6.10 ・立体化後：R7.10

箱堤交差点の

側道部を利用

箱堤交差点
立体化後

箱堤交差点
立体化前

搬送時間が

約8分短縮

所
要
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分
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▼カーラーの救命曲線

経過時間(分)
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多量出血の生存率が

約8ポイント向上

52分44分

83％

91％

搬送時間
約８分短縮

箱堤交差点立体化後

箱堤交差点立体化前

：

：

※平日の朝ピーク時（7～9時）に搬送する場合
※経過時間は搬送時間のほかに救急入電から現場出発までにかかる
所要時間の平均値（27.6分）を加えた値

※救急入電から現場出発までにかかる所要時間の平均値（27.6分）は
仙台市HP「本市の救急搬送体制及び現場滞在時間について」より


